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東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

 
グローバルインフラ・ 
ハイイールド債ファンド 

(為替ヘッジなし)（年２回決算型) 

 

繰上償還 運用報告書（全体版） 
 

第15期（償還日 2022年６月10日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルイン

フラ・ハイイールド債ファンド（為替

ヘッジなし）（年２回決算型）」は、この

たび、2022年６月10日をもちまして繰

上償還となりました。ここに、運用経過

と償還の内容をご報告申し上げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／債券 
(課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 
2015年１月20日から2024年12月13日 
(2022年６月10日 繰上償還） 

運用方針 
信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上Rogge 
グローバルインフラ・ 
ハイイールド債ファンド 
(為替ヘッジなし) 
(年２回決算型） 

外国投資信託「東京海上グ
ローバル・トラスト－東京
海上Roggeグローバル・イン
フラストラクチャー・ハイ・
イールド・ボンド・ファン
ド（ノンヘッジクラス）」お
よび親投資信託 ｢東京海上
マネーマザーファンド」を
主要投資対象とします。 

 

東京海上グローバル・トラスト－ 
東京海上Roggeグローバル・ 
インフラストラクチャー・ハイ・ 
イールド・ボンド・ファンド 

（ノンヘッジクラス） 

世界（新興国を含みます。）
のインフラ関連企業が発行
するハイイールド債券（BB
格相当またはそれ以下の格
付けの債券）を主要投資対
象とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーなど
を主要投資対象とします。 

投資制限 

東京海上Rogge 
グローバルインフラ・ 
ハイイールド債ファンド 
(為替ヘッジなし) 
(年２回決算型） 

・株式への直接投資は行い
ません。 

・外貨建資産への実質投資
割合には制限を設けま
せん。 

・投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

 

東京海上グローバル・トラスト－ 
東京海上Roggeグローバル・ 
インフラストラクチャー・ハイ・ 
イールド・ボンド・ファンド 

（ノンヘッジクラス） 

・原則として、純資産総額
の10％を超える借入れは
行わないものとします。 

・同一発行体への投資割合
は、原則として純資産総
額の10％以下とします。 

 
東京海上 
マネーマザーファンド 

・株式への投資は行いま
せん。 

・外貨建資産への投資は、
円貨で約定し円貨で決済
するもの（為替リスクの生
じないもの）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として、経費控除後の繰越分
を含めた配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等から、基準価額の水準、市況動向
等を勘案して分配を行う方針です。ただし、分
配対象額が少額の場合等には、収益分配を行わ
ないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留保した
利益については、運用の基本方針に基づいて運
用を行います。  
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ 百万円 

11期(2020年６月15日) 10,028    0 △4.2 0.2 98.3 178 

12期(2020年12月14日) 10,465    0 4.4 0.2 98.2 164 

13期(2021年６月14日) 11,234    0 7.3 0.2 98.7 142 

14期(2021年12月13日) 11,261    0 0.2 0.2 98.7 125 

(償還時) (償還価額)      

15期(2022年６月10日) 11,252.34 － △0.1 － － 106 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ 

2021年12月13日 11,261    － 0.2 98.7 

12月末 11,381    1.1 0.2 93.5 

2022年１月末 11,190    △0.6 0.3 97.8 

２月末 11,037    △2.0 0.4 97.3 

３月末 11,593    2.9 0.3 97.8 

４月末 11,486    2.0 0.3 99.3 

５月末 11,258    △0.0 0.3 2.5 

(償還時) (償還価額)    

2022年６月10日 11,252.34 △0.1 － － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

○運用経過 (2021年12月14日～2022年６月10日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2021年12月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有するハイイールド債券の利息収入 

・主要通貨に対して円安が進行したこと 

 

マイナス要因 

・主要中央銀行の金融引き締めにより主要国の国債利回りが上昇したこと 

・主要中央銀行による金融政策正常化への動きなどからハイイールド債の国債に対するスプレッド（利回り格差）が拡大し

たこと 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

■投資環境 
【外国債券市場】 

米国中期国債利回りは上昇しました。作成期初は、FRB（米連邦準備制度理事会）が量的緩和縮小ペースの加速を決定し、
その後も米国CPI（消費者物価指数）が市場予想以上に上昇したことなどから、米国中期国債利回りは上昇しました。作成
期半ば以降、ロシアのウクライナ侵攻の激化とロシアに対する制裁の本格化を受けて市場参加者のリスク回避姿勢が強ま
り、米国中期国債利回りは低下する局面もありましたが、米国CPIの高止まりやFRBが利上げを急ぐ姿勢を引き続き示したこ
とから、上昇基調が継続しました。 
ドイツ中期国債利回りは上昇しました。作成期初、ユーロ圏のインフレ率が上昇するなか、ECB（欧州中央銀行）が金融

政策正常化を急ぐとの観測が広がり、ドイツ中期国債利回りは上昇しました。その後、ロシアによるウクライナ侵攻を受け
て市場参加者のリスク回避姿勢が強まったことから、ドイツ中期国債利回りは低下する局面もありましたが、物価指数の上
振れなどを背景にECBが金融引き締めに積極的な姿勢を維持したことなどから、上昇基調が継続しました。 
英国中期国債利回りは、物価指数の上昇を受けたBOE（イングランド銀行）の金融政策正常化への動きから上昇しました。 
グローバルのハイイールドスプレッド（ハイイールド債券と国債の利回り格差）は、各国中央銀行の金融政策正常化が意

識されたことや、ロシアによるウクライナ侵攻が深刻化し、市場参加者のリスク回避姿勢が強まったことなどを背景に拡大
しました。 
 

【為替市場】 
米ドル円為替レートは、作成期前半はおおむね横ばいで推移しましたが、作成期後半はFRBが金融政策正常化を前倒しし

た一方、日銀は金融緩和政策を維持したことで内外金利差の拡大から円安米ドル高が進行しました。 
ユーロ円および英ポンド円為替レートは、各国中央銀行による金融政策正常化への動きなどから円安が進行しました。 
 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上Roggeグローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型）＞ 

「東京海上グローバル・トラスト－東京海上Roggeグローバル・インフラストラクチャー・ハイ・イールド・ボンド・ファ
ンド（ノンヘッジクラス）」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファンド」（以下、親投資信託）を
主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちました。 
当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、主に外国投資信託証券の値動きを反映し、前作成期末対比おおむね同

水準となりました。 
 

＜外国投資信託証券＞ 
主として、ボトムアップリサーチ（発行体分析）の下、私たちの日常生活や経済活動の基盤として必要不可欠なサービス

や設備を提供するインフラ関連企業が発行するハイイールド債券に投資し、債券の組入比率は作成期間を通じて高位に維
持しました。業種配分では、主に公益セクター、通信セクター、エネルギーセクター、運輸セクターの銘柄に投資しました。
銘柄選択においては、デフォルト（債務不履行）する可能性が低く、安定的な利息収入の獲得が期待できると考えた銘柄な
どを組み入れました。 
以上のような運用の結果、基準価額（分配金再投資）は、保有するハイイールド債券の利息収入や円安の進行などがプラ

ス要因となった一方、主要国の国債利回りが上昇したことやグローバルのハイイールドスプレッドが拡大したことなどが
マイナス要因となり、前作成期末対比おおむね同水準となりました。 
 

＜親投資信託＞ 
元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努め

ました。その結果、基準価額はおおむね横ばいに推移しました。 
 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 
また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
 

■分配金 
該当事項はありません。 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

○設定来の運用経過 (2015年１月20日～2022年６月10日) 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有するハイイールド債券の利息収入 

・円安米ドル高、円安ユーロ高の進行 

 

マイナス要因 

・主要国の国債利回りが上昇したこと 

・円高英ポンド安の進行 
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東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

■投資環境 
【外国債券市場】 

米国中期国債利回りは上昇しました。2018年にかけては、トランプ米大統領による減税政策が実施され各経済指標が堅調

に推移したことや、FRB（米連邦準備制度理事会）が利上げを実施したことなどから米国中期国債利回りは上昇しました。

その後、米中貿易摩擦や新型コロナウイルスの感染拡大に伴う景気後退、FRBによる大規模な金融緩和などから米国中期国

債利回りは低下しました。2021年以降は、インフレ率の上昇とFRBによる金融政策正常化への動きから米国中期国債利回り

は上昇基調となりました。 

ドイツ中期国債利回りは上昇しました。2016年の英国のEU（欧州連合）離脱に対する懸念や2018年後半の世界的な景気減

速懸念、2020年の新型コロナウイルスの感染拡大に伴う景気後退とECB（欧州中央銀行）による金融緩和などからドイツ中

期国債利回りは低下しました。2021年以降は、インフレ率の上昇とそれに伴う各国中央銀行による金融政策正常化への動き

からドイツ中期国債利回りは大きく上昇しました。 

英国中期国債利回りは上昇しました。英国のEU離脱や新型コロナウイルスの感染拡大から2020年にかけて低下しました

が、その後はBOE（イングランド銀行）の金融政策見直しへの動きなどから上昇しました。 

グローバルのハイイールドスプレッド（ハイイールド債券と国債の利回り格差）は、2015年から2016年にかけた中国の景

気悪化懸念や、2020年の新型コロナウイルス感染拡大による世界的な景気後退から拡大する局面もありましたが、運用期間

を通じてはおおむね横ばいとなりました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは円安米ドル高となりました。2016年央は英国のEU離脱により投資家のリスク回避姿勢が高まり、円

高米ドル安となりましたが、2016年末にかけてはトランプ米大統領による減税政策の実施などにより円安米ドル高が進行

し、その後はボックス圏での推移となりました。2021年以降は米国のインフレ率上昇への懸念とFRBによる金融政策正常化

への動きから円安米ドル高が進行しました。 

ユーロ円為替レートは円安ユーロ高、英ポンド円為替レートは円高英ポンド安となりました。英国のEU離脱などから投資

家のリスク回避姿勢が高まり、円高基調となる場面があった一方、2021年以降はインフレ率上昇への懸念と各国中央銀行に

よる金融政策正常化への動きから円安が進行しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上Roggeグローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型）＞ 

「東京海上グローバル・トラスト－東京海上Rogge グローバル・インフラストラクチャー・ハイ・イールド・ボンド・ファ

ンド（ノンヘッジクラス）」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネーマザーファンド」（以下、親投資信託）を

主要投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、主に外国投資信託証券の値動きを反映し、12.5％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

主として、ボトムアップリサーチ（発行体分析）の下、私たちの日常生活や経済活動の基盤として必要不可欠なサービス

や設備を提供するインフラ関連企業が発行するハイイールド債券に投資し、債券の組入比率は期を通じて高位に維持しま

した。業種配分では、主に公益セクター、通信セクター、エネルギーセクター、運輸セクターの銘柄に投資しました。銘柄

選択においては、デフォルト（債務不履行）する可能性が低く、安定的な利息収入の獲得が期待できると考えた銘柄などを

組み入れました。 

以上のような運用の結果、保有するハイイールド債券の利息収入や、円安米ドル高および円安ユーロ高の進行などがプラ

ス要因となり、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努め

ました。その結果、基準価額はおおむね横ばいに推移しました。   
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■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、運用の効率性などを勘案して、設定来、収益分配は行いませんでした。詳しくは、

後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 

 

当ファンドは、2022年６月10日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月14日～2022年６月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 61  0.541  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.151)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (43)  (0.378)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.012)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 62   0.546    

期中の平均基準価額は、11,324円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注）その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
 

 

  



品 名：90049_635064_015_05_東京海上Roggeグローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型）_921753.docx 

日 時：2022/7/29 10:03:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

東京海上Rogge
ロ ゲ ー

グローバルインフラ・ハイイールド債ファンド（為替ヘッジなし）（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は2.02％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
（注） 投資先ファンドの費用は、「東京海上グローバル・トラスト－東京海上Roggeグローバル・インフラストラクチャー・ハイ・イールド・

ボンド・ファンド」の費用を基に算出しています。 
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○売買及び取引の状況 (2021年12月14日～2022年６月10日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   千口  千円  千口 千円  

外  国 
(邦貨建) 

ケイマン 
東 京 海 上 グ ロ ー バ ル ・ ト ラ ス ト － 
東京海上Roggeグローバル・インフラストラクチャー・ 
ハイ・イールド・ボンド・ファンド（ノンヘッジクラス） 

0.7441  6,000  16 128,817  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京海上マネーマザーファンド － － 494 500 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月14日～2022年６月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月10日現在) 

 

 2022年６月10日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

東京海上グローバル・トラスト－東京海上Roggeグローバル・インフラストラクチャー・ 
ハ イ ・ イ ー ル ド ・ ボ ン ド ・ フ ァ ン ド （ ノ ン ヘ ッ ジ ク ラ ス ） 

15 

合 計 15 
 
 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

東京海上マネーマザーファンド 494 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年６月10日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 107,567 100.0 

投資信託財産総額 107,567 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2022年６月10日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 107,567,379   

 コール・ローン等 107,567,379   

(B) 負債 648,714   

 未払信託報酬 642,044   

 未払利息 351   

 その他未払費用 6,319   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 106,918,665   

 元本 95,019,051   

 償還差益金 11,899,614   

(D) 受益権総口数 95,019,051口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 11,252円34銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は111,731,381円、期中追加設定元本

額は14,024円、期中一部解約元本額は16,726,354円です。 

（注） 上記表中の１万口当たり償還価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2021年12月14日～2022年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 2,422,310   

 受取配当金 2,424,621   

 支払利息 △     2,311   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,854,912   

 売買益 461,107   

 売買損 △ 2,316,019   

(C) 信託報酬等 △   648,363   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △    80,965   

(E) 前期繰越損益金 11,534,914   

(F) 追加信託差損益金 445,665   

 (配当等相当額) (   5,668,826)  

 (売買損益相当額) (△ 5,223,161)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 11,899,614   
 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2015年１月20日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2022年６月10日 資 産 総 額 107,567,379円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 648,714円 

純 資 産 総 額 106,918,665円 

受益権口数 500,000,000口 95,019,051口 △404,980,949口 受 益 権 口 数 95,019,051口 

元 本 額 500,000,000円 95,019,051円 △404,980,949円 １万口当たり償還金 11,252円34銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 679,565,672円 725,865,588円 10,681円 0円 0％ 

第２期 2,968,634,303   2,931,692,354   9,876   0   0   

第３期 2,172,383,120   1,966,108,737   9,050   0   0   

第４期 1,291,155,027   1,270,390,074   9,839   0   0   

第５期 819,058,281   809,637,594   9,885   0   0   

第６期 564,269,291   586,202,275   10,389   0   0   

第７期 456,325,548   456,538,897   10,005   0   0   

第８期 336,399,631   336,557,716   10,005   0   0   

第９期 287,786,901   290,411,838   10,091   0   0   

第10期 208,793,838   218,645,599   10,472   0   0   

第11期 177,765,842   178,261,718   10,028   0   0   

第12期 156,975,394   164,278,561   10,465   0   0   

第13期 127,182,334   142,881,763   11,234   0   0   

第14期 111,731,381   125,819,133   11,261   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 11,252円34銭 
 
 

 

 


